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航空法施行規則の一部を改正する省令案について 

    

平 成 １ ８ 年 １ １ 月 

航空局技術部乗員課 

 

Ⅰ．背景 

１．航空身体検査証明関係 

 航空機乗組員に対して義務付けられている航空身体検査証明に係る身体検査基準等

は、昭和５８年１１月の航空審議会答申「航空機乗組員の健康管理についての改善方策

について」以降、定期的に（概ね５年に一度）見直しが行われております。 

 今般、欧米の基準等を参考としつつ、国際民間航空条約付属書第１に定められている

国際標準との整合性を確保する必要性に鑑み、民間有識者・専門家を委員とする「航空

身体検査基準検討委員会」における検討結果を踏まえ、最新の医学情報、検査技術等の

医学的知見を取り入れることにより、我が国における身体検査基準を改正する必要があ

ります。 

 また、航空身体検査証明制度の適正かつ効率的な運用を目的とした所要の改正を併せ

て行う必要があります。 

 

２．指定運航管理者養成施設関係 

 国土交通大臣が申請により指定した運航管理者養成施設の課程を修了した者（以下「指

定運航管理者養成施設課程修了者」という。）については、国が実施する運航管理者技

能検定に係る実地試験の一部を免除することとしていますが、運航管理者養成施設にお

ける技能審査等が国の実地試験と同等以上であるという今般の実態を考慮し、指定運航

管理者養成施設課程修了者について実地試験を全部免除することとする必要がありま

す。 

 

Ⅱ．改正の概要 

 航空法施行規則（昭和２７年運輸省令第５６号。以下「規則」という。）において、

以下のとおり、航空身体検査証明に係る身体検査基準の改正等、所要の改正を行うこ

ととしております。 

 

１．航空身体検査証明関係 

（１）身体検査基準の一部に適合していない者のうち、国土交通大臣が適合しているとみ

なした者については、次に掲げる場合にあっては、指定航空身体検査医は、これらの

者について当該基準に適合しているものとみなし、航空身体検査証明を行うことがで

きることとすることを検討しております。（第６１条の２関係） 

 ① 身体検査基準に適合しているとみなされた症状等が固定し、変化しないと国土交

通大臣が認める場合 

 ② 国土交通大臣の指示に基づく検査等の結果、身体検査基準に適合しているとみな

された症状等が安定し、変化がないと認められる場合 

（２）航空身体検査証明の有効期間の起算日を国際標準に合わせ、以下の通り規則に明記

することを検討しております。（第６１条の３関係） 

 ① 航空身体検査証明の有効期間の起算日は、証明書交付の日とする。 

 ② 現に有する航空身体検査証明の有効期間が満了する日の４５日前から当該期間が

満了する日までの間に新たに航空身体検査証明の交付を行う場合は、当該期間が満



 - 2 -

了する日の翌日を新たな航空身体検査証明の起算日とする。 

（３）航空身体検査指定機関において身体検査の一部を他の医療機関等に実施させること

とした場合及び当該他の医療機関等を変更した場合について届出を義務付けることを

検討しております。（第２３８条関係） 

（４）身体検査基準について、以下の改正を行うことを検討しております。（具体的な改

正案については、規則別表第４の新旧対照表（別添）をご参照下さい。） 

① 最新の医学的知見を取り入れ、対象となる傷病、検査方法等について所要の改正

を行います。 

② 第１種及び第２種の基準について、国際標準を考慮した規制の合理化等の措置を

行います。 

③ その他症状等の程度の表現の明確化、基準の整理・統合等を行います。 

（５）上記改正に併せて、航空身体検査証明申請書、航空身体検査証明書等の様式等につ

いて所要の改正を行うことを検討しております。 

 

２．指定運航管理者養成施設関係 

指定運航管理者養成施設の課程を修了した者については、運航管理者技能検定に係る

実地試験を行わないこととすることを検討しております。（第１７０条の６関係） 

 

Ⅲ．今後のスケジュール(予定) 

 公 布：平成１８年１２月下旬                         

 施 行：平成１９年４月１日（Ⅱ．２関係は平成１９年３月１日） 
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務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

(二)

(二)

(二)

(二)

お
そ
れ
の
あ
る
消
化
器
外
科

お
そ
れ
の
あ
る
消
化
器
外
科

お
そ
れ
の
あ
る
消
化
器
（
肛

お
そ
れ
の
あ
る
消
化
器
（
肛

こ

う

こ

う

疾
患
又
は
手
術
に
よ
る
後
遺

疾
患
又
は
手
術
に
よ
る
後
遺

門
部
を
除
く
。
）
の
疾
患
又

門
部
を
除
く
。
）
の
疾
患
又

症
が
な
い
こ
と
。

症
が
な
い
こ
と
。

は
手
術
に
よ
る
後
遺
症
が
な

は
手
術
に
よ
る
後
遺
症
が
な

い
こ
と
。

い
こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

(三)

(三)

お
そ
れ
の
あ
る
肛
門
部
の
疾

お
そ
れ
の
あ
る
肛
門
部
の
疾

こ

う

こ

う
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患
が
な
い
こ
と
。

患
が
な
い
こ
と
。

五

血
液
及
び

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

五

血
液
及
び

高
度
の
貧
血
が
な
い
こ
と

高
度
の
貧
血
が
な
い
こ
と

(一)

(一)

(一)

(一)

造
血
臓
器

お
そ
れ
の
あ
る
貧
血
が
な
い

お
そ
れ
の
あ
る
貧
血
が
な
い

造
血
臓
器

。

。

こ
と
。

こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

血
液
又
は
造
血
臓
器
の
系

血
液
又
は
造
血
臓
器
の
系

(二)

(二)

(二)

(二)

お
そ
れ
の
あ
る
血
液
又
は
造

お
そ
れ
の
あ
る
血
液
又
は
造

統
的
疾
患
が
な
い
こ
と
。

統
的
疾
患
が
な
い
こ
と
。

血
臓
器
の
系
統
的
疾
患
が
な

血
臓
器
の
系
統
的
疾
患
が
な

い
こ
と
。

い
こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

出
血
傾
向
を
有
す
る
疾
患

出
血
傾
向
を
有
す
る
疾
患

(三)

(三)

(三)

(三)

お
そ
れ
の
あ
る
出
血
傾
向
を

お
そ
れ
の
あ
る
出
血
傾
向
を

が
な
い
こ
と
。

が
な
い
こ
と
。

有
す
る
疾
患
が
な
い
こ
と
。

有
す
る
疾
患
が
な
い
こ
と
。

脾
腫
が
な
い
こ
と
。

脾
腫
が
な
い
こ
と
。

ひ

し

ゅ

ひ

し

ゅ

(四)

(四)

六

腎
臓
、
泌

～

（
略
）

～

（
略
）

六

腎
臓
、
泌

～

（
略
）

～

（
略
）

じ

ん

じ

ん

(一)

(三)

(一)

(三)

(一)

(三)

(一)

(三)

尿
器
系
及
び

尿
器
系
及
び

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

(四)

(四)

生
殖
器
系

生
殖
器
系

お
そ
れ
の
あ
る
月
経
障
害
が

お
そ
れ
の
あ
る
月
経
障
害
が

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(四)

(四)

(五)

(五)

七

運
動
器
系

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

七

運
動
器
系

骨
及
び
関
節
の
著
し
い
奇

(一)

(一)

(一)

お
そ
れ
の
あ
る
運
動
器
の
奇

お
そ
れ
の
あ
る
運
動
器
の
奇

形
、
変
形
若
し
く
は
欠
損
又

形
、
変
形
若
し
く
は
欠
損
又

形
、
変
形
若
し
く
は
欠
損
又

は
機
能
障
害
が
な
い
こ
と
。
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は
機
能
障
害
が
な
い
こ
と
。

は
機
能
障
害
が
な
い
こ
と
。

骨
、
筋
肉
、
腱
、
神
経
及

骨
、
筋
肉
、
腱
、
神
経
及

け

ん

け

ん

(二)

(一)

び
関
節
の
重
大
な
疾
患
若
し

び
関
節
の
重
大
な
疾
患
若
し

く
は
外
傷
が
な
い
こ
と
又
は

く
は
外
傷
が
な
い
こ
と
又
は

こ
れ
ら
の
後
遺
症
に
よ
る
重

こ
れ
ら
の
後
遺
症
に
よ
る
重

大
な
運
動
機
能
障
害
が
な
い

大
な
運
動
機
能
障
害
が
な
い

こ
と
。

こ
と
。

脊
柱
に
航
空
業
務
に
支
障

脊
柱
に
航
空
業
務
に
支
障

脊
柱
に
重
大
な
疾
患
若
し

脊
柱
に
重
大
な
疾
患
若
し

せ

き

せ

き

せ

き

せ

き

(二)

(二)

(三)

(二)

を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患

を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患

く
は
変
形
又
は
苦
痛
を
伴
う

く
は
変
形
又
は
苦
痛
を
伴
う

又
は
変
形
が
な
い
こ
と
。

又
は
変
形
が
な
い
こ
と
。

疾
患
若
し
く
は
変
形
が
な
い

疾
患
若
し
く
は
変
形
が
な
い

こ
と
。

こ
と
。

脊
柱
又
は
脊
柱
の
疾
患
若

脊
柱
又
は
脊
柱
の
疾
患
若

せ

き

せ

き

せ

き

せ

き

(四)

(三)

し
く
は
変
形
に
よ
る
四
肢
の

し
く
は
変
形
に
よ
る
四
肢
の

運
動
機
能
障
害
が
な
い
こ
と

運
動
機
能
障
害
が
な
い
こ
と

。

。

習
慣
性
関
節
脱
臼
が
な
い

習
慣
性
関
節
脱
臼
が
な
い

き
ゅ
う

き
ゅ
う

(五)

(四)

こ
と
。

こ
と
。

四
肢
に
航
空
業
務
に
支
障

四
肢
に
航
空
業
務
に
支
障

(六)

(五)

を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
運
動

を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る
運
動

機
能
障
害
が
な
い
こ
と
。

機
能
障
害
が
な
い
こ
と
。

八

精
神
及
び

（
略
）

（
略
）

八

精
神
及
び

（
略
）

（
略
）

(一)

(一)

(一)

(一)

神
経
系

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

神
経
系

明
ら
か
な
人
格
障
害
又
は

明
ら
か
な
人
格
障
害
又
は

(二)

(二)

(二)

(二)
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お
そ
れ
の
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ

お
そ
れ
の
あ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ

重
大
な
行
動
障
害
が
な
い
こ

重
大
な
行
動
障
害
が
な
い
こ

テ
ィ
障
害
若
し
く
は
行
動
障

テ
ィ
障
害
若
し
く
は
行
動
障

と
。

と
。

害
又
は
こ
れ
ら
の
既
往
歴
が

害
又
は
こ
れ
ら
の
既
往
歴
が

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

薬
物
依
存
若
し
く
は
ア
ル

薬
物
依
存
若
し
く
は
ア
ル

薬
物
依
存
又
は
ア
ル
コ
ー

薬
物
依
存
又
は
ア
ル
コ
ー

(三)

(三)

(三)

(三)

コ
ー
ル
依
存
又
は
こ
れ
ら
の

コ
ー
ル
依
存
又
は
こ
れ
ら
の

ル
依
存
が
な
い
こ
と
。

ル
依
存
が
な
い
こ
と
。

既
往
歴
が
な
い
こ
と
。

既
往
歴
が
な
い
こ
と
。

て
ん
か
ん
又
は
そ
の
既
往

て
ん
か
ん
又
は
そ
の
既
往

て
ん
か
ん
性
疾
患
、
重
大

て
ん
か
ん
性
疾
患
、
重
大

(四)

(四)

(四)

(四)

歴
が
な
い
こ
と
。

歴
が
な
い
こ
と
。

な
突
発
性
の
意
識
障
害
若
し

な
突
発
性
の
意
識
障
害
若
し

く
は
け
い
れ
ん
発
作
又
は
こ

く
は
け
い
れ
ん
発
作
又
は
こ

れ
ら
の
既
往
歴
が
な
い
こ
と

れ
ら
の
既
往
歴
が
な
い
こ
と

。

。

意
識
障
害
若
し
く
は
け
い

意
識
障
害
若
し
く
は
け
い

(五)

(五)

れ
ん
発
作
又
は
こ
れ
ら
の
既

れ
ん
発
作
又
は
こ
れ
ら
の
既

往
歴
が
な
い
こ
と
。

往
歴
が
な
い
こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

重
大
な
頭
部
外
傷
の
既
往

重
大
な
頭
部
外
傷
の
既
往

(六)

(六)

(五)

(五)

お
そ
れ
の
あ
る
頭
部
外
傷
の

お
そ
れ
の
あ
る
頭
部
外
傷
の

歴
又
は
頭
部
外
傷
後
遺
症
が

歴
又
は
頭
部
外
傷
後
遺
症
が

既
往
歴
又
は
頭
部
外
傷
後
遺

既
往
歴
又
は
頭
部
外
傷
後
遺

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

症
が
な
い
こ
と
。

症
が
な
い
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

(七)

(七)

(六)

(六)

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

重
大
な
末
梢
神
経
系
統
又

重
大
な
末
梢
神
経
系
統
又

し
ょ
う

し
ょ
う

(八)

(八)

(七)

(七)

お
そ
れ
の
あ
る
末
梢
神
経
系

お
そ
れ
の
あ
る
末
梢
神
経
系

は
自
律
神
経
系
統
の
障
害
が

は
自
律
神
経
系
統
の
障
害
が

し
ょ
う

し
ょ
う

統
又
は
自
律
神
経
系
統
の
障

統
又
は
自
律
神
経
系
統
の
障

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。
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害
が
な
い
こ
と
。

害
が
な
い
こ
と
。

九

眼

・

（
略
）

・

（
略
）

九

眼

・

（
略
）

・

（
略
）

(一)

(二)

(一)

(二)

(一)

(二)

(一)

(二)

中
間
透
光
体
、
眼
底
又
は

中
間
透
光
体
、
眼
底
又
は

中
間
透
光
体
、
眼
底
又
は

中
間
透
光
体
、
眼
底
又
は

(三)

(三)

(三)

(三)

視
路
に
航
空
業
務
に
支
障
を

視
路
に
航
空
業
務
に
支
障
を

視
路
に
航
空
業
務
に
支
障
を

視
路
に
航
空
業
務
に
支
障
を

来
す
お
そ
れ
の
あ
る
障
害
が

来
す
お
そ
れ
の
あ
る
障
害
が

来
す
障
害
が
な
い
こ
と
。

来
す
障
害
が
な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

な
い
こ
と
。

十

視
機
能

（
略
）

（
略
）

十

視
機
能

（
略
）

（
略
）

(一)

(一)

(一)

(一)

イ

各
眼
が
裸
眼
で
〇
・
七

イ

各
眼
が
裸
眼
で
〇
・
七

イ

各
眼
が
裸
眼
で
一
・
〇

イ

各
眼
が
裸
眼
で
〇
・
七

以
上
及
び
両
眼
で
一
・
〇

以
上
の
遠
見
視
力
を
有
す

以
上
の
遠
距
離
視
力
を
有

以
上
の
遠
距
離
視
力
を
有

以
上
の
遠
見
視
力
を
有
す

る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

す
る
こ
と
。

る
こ
と
。

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ロ

各
眼
に
つ
い
て
、
各
レ

裸
眼
又
は
自
己
の
矯
正
眼

ロ

各
眼
に
つ
い
て
、
各
レ

裸
眼
又
は
自
己
の
矯
正
眼

(二)

(二)

ン
ズ
の
屈
折
度
が
（
±
）

鏡
の
使
用
に
よ
り
各
眼
が
三

ン
ズ
の
屈
折
度
が
（
±
）

鏡
の
使
用
に
よ
り
各
眼
が
三

八
ジ
オ
プ
ト
リ
ー
を
超
え

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五

六
ジ
オ
プ
ト
リ
ー
を
超
え

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五

な
い
範
囲
の
常
用
眼
鏡
に

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

な
い
範
囲
の
常
用
眼
鏡
に

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

よ
り
〇
・
七
以
上
、
か
つ

間
の
任
意
の
視
距
離
で
近
見

よ
り
一
・
〇
以
上
に
矯
正

間
の
任
意
の
視
距
離
で
近
距

、
両
眼
で
一
・
〇
以
上
に

視
力
表
（
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

離
視
力
表
（
三
〇
セ
ン
チ
メ

矯
正
す
る
こ
と
が
で
き
る

ト
ル
視
力
用
）
の
〇
・
五
以

。

ー
ト
ル
視
力
用
）
の
〇
・
五

こ
と
。

上
の
視
標
を
判
読
で
き
る
こ

以
上
の
視
標
を
判
読
で
き
る

裸
眼
又
は
自
己
の
矯
正
眼

と
。

裸
眼
又
は
自
己
の
矯
正
眼

こ
と
。

(二)

(二)

鏡
の
使
用
に
よ
り
各
眼
が
八

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

鏡
の
使
用
に
よ
り
各
眼
が
八

(三)
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〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
視
距

お
そ
れ
の
あ
る
両
眼
視
機
能

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
視
距

離
で
、
近
見
視
力
表
（
三
〇

の
異
常
が
な
い
こ
と
。

離
で
、
近
距
離
視
力
表
（
三

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
視
力
用
）

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
視
力
用

正
常
な
視
野
を
有
す
る
こ

(四)

(三)

に
よ
り
〇
・
二
以
上
の
視
標

お
そ
れ
の
あ
る
視
野
の
異
常

）
に
よ
り
〇
・
二
以
上
の
視

と
。

を
判
読
で
き
る
こ
と
。

が
な
い
こ
と
。

標
を
判
読
で
き
る
こ
と
。

裸
眼
又
は
自
己
の
矯
正
眼

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

裸
眼
又
は
自
己
の
矯
正
眼

眼
球
運
動
が
正
常
で
あ
り

(三)

(五)

(三)

(四)

鏡
の
使
用
に
よ
り
各
眼
が
三

お
そ
れ
の
あ
る
眼
球
運
動
の

鏡
の
使
用
に
よ
り
各
眼
が
三

、
か
つ
、
眼
振
が
な
い
こ
と

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五

異
常
が
な
い
こ
と
。

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
五

。

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と

(六)

(五)

間
の
任
意
の
視
距
離
で
近
見

お
そ
れ
の
あ
る
色
覚
の
異
常

間
の
任
意
の
視
距
離
で
近
距

。

視
力
表
（
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー

が
な
い
こ
と
。

離
視
力
表
（
三
〇
セ
ン
チ
メ

ト
ル
視
力
用
）
の
〇
・
五
以

ー
ト
ル
視
力
用
）
の
〇
・
五

上
の
視
標
を
判
読
で
き
る
こ

以
上
の
視
標
を
判
読
で
き
る

と
。

こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

正
常
な
両
眼
視
機
能
を
有

(四)

(四)

お
そ
れ
の
あ
る
両
眼
視
機
能

す
る
こ
と
。

の
異
常
が
な
い
こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

正
常
な
視
野
を
有
す
る
こ

(五)

(五)

お
そ
れ
の
あ
る
視
野
の
異
常

と
。

が
な
い
こ
と
。

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

眼
球
運
動
が
正
常
で
あ
り

(六)

(六)

お
そ
れ
の
あ
る
眼
球
運
動
の

、
か
つ
、
眼
振
が
な
い
こ
と

異
常
が
な
い
こ
と
。

。
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航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ
と

(七)

(七)

お
そ
れ
の
あ
る
色
覚
の
異
常

。

が
な
い
こ
と
。

十
一

耳
鼻
咽

内
耳
、
中
耳
（
乳
様
突
起

内
耳
、
中
耳
（
乳
様
突
起

十
一

耳
鼻
咽

内
耳
、
中
耳
（
乳
様
突
起

内
耳
、
中
耳
（
乳
様
突
起

い

ん

い

ん

(一)

(一)

(一)

(一)

喉

を
含
む
。
）
又
は
外
耳
に
航

を
含
む
。
）
又
は
外
耳
に
航

喉

を
含
む
。
）
又
は
外
耳
の
重

を
含
む
。
）
又
は
外
耳
の
重

こ

う

こ

う

空
業
務
に
支
障
を
来
す
お
そ

空
業
務
に
支
障
を
来
す
お
そ

大
な
疾
患
が
な
い
こ
と
。

大
な
疾
患
が
な
い
こ
と
。

れ
の
あ
る
疾
患
が
な
い
こ
と

れ
の
あ
る
疾
患
が
な
い
こ
と

。

。

～

（
略
）

（
略
）

～

（
略
）

（
略
）

(二)

(四)

(二)

(二)

(四)

(二)

鼻
腔
、
副
鼻
腔
又
は
咽
喉

航
空
業
務
に
支
障
を
来
す

鼻
腔
、
副
鼻
腔
又
は
咽
喉

く

う

く

う

い

ん

こ

う

く

う

く

う

い

ん

こ

う

(五)

(三)

(五)

頭
に
航
空
業
務
に
支
障
を
来

お
そ
れ
の
あ
る
鼓
膜
の
異
常

頭
に
重
大
な
疾
患
が
な
い
こ

す
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患
が
な

が
な
い
こ
と
。

と
。

い
こ
と
。

（
略
）

（
略
）

(四)

(三)

・

（
略
）

鼻
腔
、
副
鼻
腔
又
は
咽
喉

・

（
略
）

鼻
腔
、
副
鼻
腔
又
は
咽
喉

く

う

く

う

い

ん

こ

う

く

う

く

う

い

ん

こ

う

(六)

(七)

(五)

(六)

(七)

(四)

頭
に
航
空
業
務
に
支
障
を
来

頭
に
重
大
な
疾
患
が
な
い
こ

す
お
そ
れ
の
あ
る
疾
患
が
な

い
こ
と
。

と
。

鼻
腔
の
通
気
を
著
し
く
妨

く

う

(六)
げ
る
鼻
中
隔
の
彎
曲
が
な
い

わ

ん

こ
と
。

（
略
）

（
略
）

(七)

(五)
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十
二

聴
力

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ
ル

計
器
飛
行
証
明
を
有
す
る

十
二

聴
力

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

(A)

(一)

未
満
の
部
屋
で
、
各
耳
に
つ
い

者
に
あ
っ
て
は
、
暗
騒
音
が

こ
と
。

こ
と
。

て
五
〇
〇
、
一
、
〇
〇
〇
及
び

五
〇
デ
シ
ベ
ル

未
満
の
部

イ

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ
ル

イ

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ
ル

(A)

二
、
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
の
各
周
波

屋
で
、
各
耳
に
つ
い
て
五
〇

未
満
の
部
屋
で
、
各
耳
に

未
満
の
部
屋
で
、
各
耳
に

(A)

(A)

数
に
お
い
て
三
五
デ
シ
ベ
ル
を

〇
、
一
、
〇
〇
〇
及
び
二
、

つ
い
て
五
〇
〇
、
一
、
〇
〇

つ
い
て
五
〇
〇
、
一
、
〇
〇

超
え
る
聴
力
低
下
並
び
に
三
、

〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
の
各
周
波
数

〇
及
び
二
、
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ

〇
及
び
二
、
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ

〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数
に
お

に
お
い
て
三
五
デ
シ
ベ
ル
を

の
各
周
波
数
に
お
い
て
三
五

の
各
周
波
数
に
お
い
て
四
五

い
て
五
〇
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る

超
え
る
聴
力
低
下
並
び
に
三

デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
聴
力
低

デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
聴
力
低

聴
力
低
下
が
な
い
こ
と
。

、
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
の
周
波
数

下
並
び
に
三
、
〇
〇
〇
ヘ
ル

下
が
な
い
こ
と
。

に
お
い
て
五
〇
デ
シ
ベ
ル
を

ツ
の
周
波
数
に
お
い
て
五
〇

ロ

い
ず
れ
か
一
方
の
耳
に
つ

超
え
る
聴
力
低
下
が
な
い
こ

デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
聴
力
低

い
て
五
〇
〇
、
一
、
〇
〇
〇

と
。

下
が
な
い
こ
と
。

及
び
二
、
〇
〇
〇
ヘ
ル
ツ
の

に
掲
げ
る
者
以
外
の
者

ロ

各
耳
に
つ
い
て
操
縦
室
内

各
周
波
数
に
お
い
て
三
〇
デ

(二)

(一)
に
あ
つ
て
は
、
次
の
い
ず
れ

の
騒
音
を
模
し
た
騒
音
の
下

シ
ベ
ル
を
超
え
る
聴
力
低
下

か
に
該
当
す
る
こ
と
。

で
会
話
音
及
び
ビ
ー
コ
ン
信

が
な
い
こ
と
。

イ

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ

号
を
正
常
耳
と
同
等
に
聴
取

ハ

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ
ル

ル

未
満
の
部
屋
で
、
各

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

未
満
の
部
屋
で
、
後
方
二

(A)

(A)

耳
に
つ
い
て
五
〇
〇
、
一

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ
ル

メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
発
せ

(A)

、
〇
〇
〇
及
び
二
、
〇
〇

未
満
の
部
屋
で
、
後
方
二
メ

ら
れ
た
通
常
の
強
さ
の
会
話

〇
ヘ
ル
ツ
の
各
周
波
数
に

ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
発
せ
ら

の
音
声
を
両
耳
を
使
用
し
て

お
い
て
四
五
デ
シ
ベ
ル
を

れ
た
通
常
の
強
さ
の
会
話
の

正
し
く
聴
取
で
き
る
こ
と
。

超
え
る
聴
力
低
下
が
な
い

音
声
を
両
耳
を
使
用
し
て
正

こ
と
。
こ
れ
を
満
た
さ
な

し
く
聴
取
で
き
る
こ
と
。
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い
場
合
は
、
暗
騒
音
が
五

〇
デ
シ
ベ
ル

未
満
の
部

(A)

屋
で
、
い
ず
れ
か
一
方
の

耳
に
つ
い
て
五
〇
〇
、
一

、
〇
〇
〇
及
び
二
、
〇
〇

〇
ヘ
ル
ツ
の
各
周
波
数
に

お
い
て
三
〇
デ
シ
ベ
ル
を

超
え
る
聴
力
低
下
が
な
い

こ
と
。

ロ

暗
騒
音
が
五
〇
デ
シ
ベ

ル

未
満
の
部
屋
で
、
後

(A)
方
二
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か

ら
発
せ
ら
れ
た
通
常
の
強

さ
の
会
話
の
音
声
を
両
耳

を
使
用
し
て
正
し
く
聴
取

で
き
る
こ
と
。

十
三

口
腔
及

口
腔
及
び
歯
牙
に
航
空
業
務

口
腔
及
び
歯
牙
に
航
空
業
務

十
三

口
腔
及

口
腔
及
び
歯
牙
に
重
大
な
疾

口
腔
及
び
歯
牙
に
重
大
な
疾

く

う

く

う

が

く

う

が

く

う

く

う

が

く

う

が

び
歯
牙

に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る

に
支
障
を
来
す
お
そ
れ
の
あ
る

び
歯
牙

患
又
は
機
能
障
害
が
な
い
こ
と

患
又
は
機
能
障
害
が
な
い
こ
と

が

が

疾
患
又
は
機
能
障
害
が
な
い
こ

疾
患
又
は
機
能
障
害
が
な
い
こ

。

。

と
。

と
。

十
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）

十
四

（
略
）

（
略
）

（
略
）
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